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令和１年度 から 令和７年度 （７年間） B

C

-

評価 課題・要改善事項 評価 課題・要改善事項

6 A A

2 A

指定管理者（穂高カントリー本社）、指定管理施設（天平

の森）である現場及び消防・警察・病院等々との緊急連絡

体制は緊急マニュアルと合致しているか都度見直しを図っ

ている。

A

７月、11月に訓練を実施

しており、実効性が確保

されている。

令和６年度 指定管理者モニタリング評価シート

指定管理者の情報 評価の基準

施 設 名 長峰山森林体験交流センター「天平の森」 チェック項目をすべて満たしており、かつ、市が期待する水準を上回っている。

施設所管課 商工観光スポーツ部　　観光課 施設の性格上評価が不要であるもの。

評価項目 チェック項目
指定管理者 市

指定管理者 株式会社　穂高カントリー チェック項目をすべて満たしており適切であると評価できる。

指 定 期 間 チェック項目の一部しか満たしておらず改善が求められる。

募 集 形 態 公募 チェック項目を一つも満たしておらず改善が求められる。

2

施設の管理運営を通して、

設置目的を達成できている

か

・提供しているサービスは、施設の設置目的に対

応しているか
A A

Ⅰ

　

総

則

1

施設の設置目的に基づいた

管理運営上の基本方針を従

事者が理解し、利用者に周

知しているか

・従事者が、施設の設置目的や施設運営上の基本

方針を理解してるか
A

・設置目的に照らし、利用者が公平・公正に利用

できているか

3

責任者を含む常勤従事者及

び非常勤従事者の勤務実

績、配置状況は適切か

・効率性を重視した従事者の配置を行っているか

A A
・各従事者は、他の従事者の業務状況等を適切に

把握しているか

・募集要項、協定又は事業計画書等における従事

者体制と実際の体制に相違がないか

A
・利用者に対し、施設の設置目的や施設運営上の

基本方針を周知しているか

募集要項・仕様書に定めら

たとおり開館しているか

・募集要項、協定又は事業計画書等に定められた

とおりに開館しているか

Ⅱ

　

利

用

者

の

満

足

度

1

利用者の満足度について、

利用者の要望、不満足に対

してどう対応しているか

・利用者の満足度の調査（利用者アンケートや聞

き取り）を実施しているか

・最低賃金以上を支払っているか。また、時間外

勤務の割増率(時間外25%以上、休日35%以上)を

守っているか

・従業員の労務管理について、外部の専門家に相

談・確認をしているか

5

利用者が気持ちよく利用で

きるよう、利用者に対する

従事者の接遇態度は適切か

・名札を着用する等利用者から従事者であると分

かるようになっているか

A A

4 従業員の労務管理は適切か

・法定３帳簿（労働者名簿、出勤簿、賃金台帳）

が整備されているか。また、労働条件を書面で明

示しているか

A A

A A
・利用者の要望等の情報を従業員で共有している

か

・利用者の要望等をふまえて、指定管理業務の改

善を行っているか

・従事者の服装は適切か

・電話の対応は丁寧で適切か

・挨拶や対応の際の言葉遣いや態度が丁寧である

か

A
・従事者全員が危機管理マニュアルを理解してい

るか

・危機管理マニュアルに従った訓練が実施されて

いるか

災害時の連絡体制
・地域や関連機関等との連携体制を整備している

か

Ⅲ

　

危

機

管

理

1

危機管理マニュアルが作成

され、実効性が確保されて

いるか

・危機管理マニュアルが作成されているか。作成

されている場合は、想定されている災害等を記載

してください

A

A
・発見された不具合は迅速かつ適切に処理されて

いるか

・建物、設備の保守点検に関して募集要項、協定

又は事業計画書のとおり管理が行われているか。

2
備品が適切に管理されてい

るか

・市の備品と指定管理者の備品を区別した備品台

帳を作成しているか

A

施設の運営管理上必要とされる備品は指定管理者が随時購

入し運営に支障のないよう備品管理を行っている。購入備

品については書類上のみで特に仕訳ラベルは貼っていない

が、市所有の備品は市から配布されたラベルを都度貼付し

区別しているが完璧なまでの仕分けには不安があるため、

市と定期的な確認作業を行わないといけないと考えてい

る。またコテージ等々他利用施設備品の破損の有無、及び

必要備品が定数分揃っているか清掃時で常にチェックし交

換、補充している。

A

1

建物・設備及び外構施設が

適切に管理され、安全性の

確保及び良好な機能が保持

されているか

・目に見える損傷がなく、利用者が常に安全に利

用できる状態に保たれているか。また、避難経路

に障害物は置かれていないか

A

市の備品台帳との確認作

業を計画的に行い、適正

な備品管理をお願いした

い。

・備品がすべて揃っているか

・備品に損傷がなく、良好な状態を保っているか

Ⅳ

施

設

・

設

備

の

維

持

管

理



評価 課題・要改善事項 評価 課題・要改善事項
評価項目 チェック項目

指定管理者 市

1 A A

3

利用者が快適に利用できる

ような状態が保持されてい

るか

・清掃業務に関し、募集要項、協定又は事業計画

書のとおり業務が実施されているか

A A

・目に見える埃、土、砂、ゴミ、汚れ等がない状

態を維持し、不快感（見た目、悪臭等）を与え

ず、衛生的な状態が保持されているか

・消耗品の補充が適切に行われているか

・清掃道具の不具合は直ちに処理し、常に適切な

状態が保たれているか

安全で安心感ある環境を確

保しているか

・警備業務に関し、募集要項、協定又は事業計画

書のとおり業務が実施されているか

A A・鍵の管理方法が明確になっているか

・日常、館内外の巡回を行い、事故や犯罪を未然

に防止するよう務めているか

・再利用・再使用に取り組んでいるか

6

浴室の管理運営に関して、

法令の規定を遵守し、利用

者が快適に利用できるよう

な状態が保持されているか

・浴室の衛生管理業務に関し、募集要項、協定又

は事業計画書のとおり業務が実施されているか

A

浴室の衛生管理については浴槽水は定期的に入替を実施し

濾過設備も月1回清掃を行い、塩素濃度の検査は毎日開館

前に計測し測定用紙に記入・管理しており、事業計画書と

おり実行している。また衛生状況の把握の為、法令で定め

られている機関以外に自主的に外部の専門業者に依頼しさ

らに衛生管理を徹底している。

A・塩素濃度等の測定を適切に行っているか

5
ゴミ減量等への取組は適切

か

・ゴミの発生抑制に取り組んでいるか

A A

・レジオネラ菌等への対策適切に行っているか

Ⅳ

施

設

・

設

備

の

維

持

管

理

4

A

お客様に快適にご利用していただく為に、従事者とお客様

とのコミュニケーションの中で信頼を獲得し迅速・明朗・

丁寧・公平なサービスレベルの向上に取り組み、初めて来

られたお客様でも分かり易く、また施設を利用しやすいよ

うに受付カウンターに案内図等を掲示して利便性の向上を

図っている。HPには施設の概要及びイベントをアップし、

定期的なメンテナンスを実施して、タイムリーな情報発信

に心掛け利用促進を図っている。電話の問い合わせにおい

ても必ず相手側に名前を告知し丁寧に対応している。また

販売促進を兼ねて総合及び各種企画パンフレット、料金表

をフロントに設置している。その他事前に予約確認票を送

付するがその際には必ず料金表・各種パンフレットも同封

し要望に応じた各種観光資料を送っている。

A

・必要に応じて電話やホームページ、各種資料等

により利用者からの問い合わせに対応できるか

3

すべての利用者が等しく利

用情報を得ることができる

よう、適切な利用情報の提

供を行っているか

・必要に応じてサービスの情報や施設利用案内を

記載したパンフレット・掲示物を作成しているか

A

総合パンフレット、各種企画毎のパンフを作成し、お客様

の利用促進拡大を図っている。また指定管理者（穂高CC）

として市民タイムス会に入っており月2回の4段１/３の定

期購読枠を確保して積極的に催事等を掲載し利用促進と集

客増大を図り、冊子及びガイドブックにも掲載し露出拡大

を図っている。またお客様からの施設事前確認及び見学の

要望に対しては当然ながら極力現場まで案内し積極的なお

声かけをし丁寧な対応に心掛けている。

A
・広報誌やPR誌を作成するなど積極的に広報・PR

活動を実施しているか

・必要に応じて見学などの希望に対応しているか

Ⅴ

運

営

業

務

及

び

サ
ー

ビ

ス

の

質

の

向

上

利用料金等の減免対応 ・減免内容は適切か

2
利用者が利用しやすい受付

案内をしているか

・受付窓口が明確になっていて、利用者に不便を

かけていないか

・個人情報の取り扱いに関するルールやマニュア

ル等が整備され、管理責任者が特定されているか

・従事者の意見を取り入れながら、標準的な業務

実施手順等を適時見直しているか

5
個人情報の保護に対する体

制が整っているか

・個人情報を取得する際には必要な範囲内で適切

な手段で取得し、目的以外に使用していないか

A

利用促進策の一環として、初めて利用されるお客様をその

都度顧客管理台帳に入力し作成することで、電話予約のお

客様にはお名前を確認のみで住所を聞くことなく短時間で

スムーズに予約を完了することが出来る他、利用後のサン

キュウレター送付、予約確認書作成、利用内容確認案内の

発送以外には使用しておらず、管理責任者1名で管理実行

している。また個人情報に関する重要性を再認識させるた

め取扱ルールのミーティング等も実施している。文書管理

は会社が組織的に取り組まなければ最重要課題の一つと考

え「紙ベース」の文書には項目毎にファイリングすること

で整理し、施錠できるキャビネットで収納管理している。

パソコン管理のデータにはパスワード等でアクセス制限を

掛け、部外者が閲覧出来ないようしている。

A
・個人情報の漏洩、滅失、き損及び改ざんの防

止、その他の個人情報の適正な管理のために必要

な措置を講じているか

・必要に応じて、個人情報の取り扱いについての

研修を実施しているか

4

個々のサービスについて、

対応従事者によって格差が

生じないよう、施設のサー

ビス水準を確保するための

取組を行っているか

・施設のサービス水準を確保するため、標準的な

業務実施手順や注意点等がわかり易く明文化（マ

ニュアルの作成等）されているか

6
事故防止ための体制の構

築・取組を行っているか

・事故防止のチェックリストや事故防止・事故対

応マニュアル等を整備しているか

A A

・利用者からの苦情や意見等が寄せられた際には

内容を記録するなど、苦情等への対応手順、担当

者等が明確にされているか

・利用者からの苦情や意見に対して行った改善点

を公表しているか

・過去に発生した事故の内容や対応内容をもと

に、原因分析を実施し、改善のための対応策を

行っているか

・事故防止策の研修を実施しているか

7

利用者の意見や苦情を把握

できる環境を整備している

か

・利用者が苦情や意見を述べやすいような窓口

（ご意見箱の設置、ホームページでの受付等）を

設置しているか

A A

A A
・全従事者が一貫した認識を共有した上でサービ

スを提供しているか



評価 課題・要改善事項 評価 課題・要改善事項
評価項目 チェック項目

指定管理者 市

2 A

従事者は天文観測の担当者（松本市内）を除けば100％地

元雇用である。ただ大部分が高齢者なので若手の雇用を進

めたいが冬期は閉館になるため年間通じた安定した収入面

を考えると若返りを図ることが難しい。
A

指定管理者

施設所管課

Ⅴ

運

営

業

務

及

び

サ
ー

ビ

ス

の

質

の

向

上

Ⅵ

地

域

と

の

連

携

1
地域や地域住民との交流・

連携への取り組み

・必要に応じて地域住民、区、公民館等と情報交

換等を行うなど地域の意見や要望を尊重している

か
A

8

施設活性化のための創造事

業（自主的な事業）を適切

に実施しているか
A

・施設活性化のための創造事業に関して、募集要

項、協定又は事業計画書のとおりに実施されてい

るか

事業計画書とおり収益の安定的確保を目指し、費用対効果

を見極めながら東山一帯の活性化を図り、従来の森林体験

交流センターのあり方以外に新たな季節毎の定期イベント

及び年間を通した体験イベントほか季節に応じた食イベン

ト・研修等の実施に加え、長峰山展望台と天平イベント広

場を活用した個性的なブライダルを企画、プロデュースし

て長峰山一帯の露出度拡大に貢献した。

市民を積極的に雇用してい

るか

コ

メ

ン

ト

上記評価項目以外

の事項で、特記事

項（施設独自の工

夫など）や改善す

べき点について記

載

１、数年前から提案しております山頂トイレの改修が本年も手付かずで大きくずれ込み、さらに老朽化が進んで目隠しの板壁も朽ちて撤去せざるを得

なく、大雨の際は雨水が流れ込んで来る状態で尚且つ便器自体も和式で大変不評である。提案するまでもなく観光地のトイレは清潔で使い易さを保つ

のが必須であり、東山の主たる観光地である長峰山山頂トイレは早急に建て直すべきと考えます。

２、大風・大雨の後は必ずと言っていいほど倒木で場所によっては送電線が断線し、停電及びNTT回線が接続不能となり復旧までに1日程要することも

あって状況によってはこちら側から事前に宿泊のお客様に連絡をとり宿泊をお断りすることもある。また冷凍庫も使用できなくなり、冷凍食品は一旦

解凍してしまうと使用出来ず破棄せざるを得なくロスが発生し収益に大きく影響する。大口沢から光城山経由天平の森(城山線)と、大足から天平まで

の間の林道沿いの枯れた樹木の伐採をお願いしたい。なお林道長峰線には送電線が通っていないので、倒木があっても通行に支障がある位で営業には

大きな影響はありませんが、大雨の時には法面の崩落が多々発生しており場所によっては擁壁の設置が必要と思われます。

３、開業以来30年を超え管理棟と設備関連及びコテージ内外部の老朽化が目立ち機能を維持することが困難となって来ておりますので、今後のことを

鑑みると優先順位をつけ中小規模的な全施設の見直し改修が必要と考えます。

体験イベントや季節ごとのイベント、さらに長峰山頂上を活用したブライダルを企画するなど積極的に創造事業に取り組んでいる。東山地域の観光拠

点として重要な拠点であるため引き続き東山地域の活性化に寄与していただきたい。

今年度、設置した貯水槽の水位監視装置を活用し、施設管理に取り組んでいただきたい。

長峰山頂上トイレについては、令和７年度に向けて改修を予定している。

2

指定管理者申請書で示した

収支と実績は合致している

か

・指定管理者申請書の収支計画と実績は大差ない

か

A

総利用者数前年実績(11,357)比は106,7%、計画(19,109)比

は63,4%、総売上前年実績(9,828千円)比は122,1%、計画

(17,277千円)比69,4%で着地した。結果数値での評価であ

ればB評価に値するが、現状を5年前（H31[R1]）の指定管

理者公募時に遡って対比すると社会・経済情勢の大きな変

化、また猛暑続きで気象条件も大きく変動し現在に至って

いる。令和2年(2020)には新型コロナ感染拡大と言う計画

時には全く予期していない条件で集客、売上とも計画達成

には大きく影響したが令和5年には制限が撤廃され前年よ

り伸長したものの円安、エネルギー、物価（仕入原価）の

高騰で施設利用料金、食堂メニューの価格見直し（販売価

格アップ）を余儀なくされ、それも影響し期待したほどの

集客、売上増がなかった。さらに令和3年8月の大雨で安曇

野地域南方面からの進入路である田沢・大口沢からの主要

道路の城山線が崩落し通行不能になり天平の森への進入路

が明科方面からの長峰線一通のみとなり令和5年度も復旧

（令和６年３月末に復旧予定）出来ず集客、売上に大きく

影響し、5年前申請時の最終年度（平成35年度）計画数値

からは≒30%前後未達となった。ただ、｢今年もよろしく

フェア」、「桜観るウォーク」、「たけのこフェア」、｢

スカイグランプリ」、「ありがとうフェア」、他トピック

スとして展望台(結婚式場)とキャンプ場を兼ねたイベント

広場(披露宴)で一般的なホテル結婚式場と同等以上の「ブ

ライダル」を実施した。また前川を利用したカヌーの団体

も受入れており、そのほかのイベントも経費対売上利益効

果を考慮しながら実施し首都圏の子供中心の自然観察会

等々、地元各種団体等の宴会の誘客にも努め、利用客数、

特に売上は122,1%と前年値より大きく伸長した。ただ新型

コロナ拡大前の数値までは及ばないが回復基調にはなって

来たと考えられる。従事者のダブルジョブシステムによる

要員の効果的な配置を実施し、人件費の圧縮、管理体制の

強化と一般管理費・施設運営費・販促費の進捗状況を把握

し可能な限り売上利益効果の有効且つ効率的な運用を実施

し収益の安定的な確保を図った。

B

Ⅶ

収

支

状

況

1 管理経費の執行状況

・適切な経理書類が作成されているか

A

コロナ禍からの収入の落

ち込みに加え、人件費や

諸物価が高騰しているが

経費削減や事業の見直し

など経営努力をしていた

だいている。

A

東山地域の観光拠点とし

て機能している。引き続

き、東山地域の活性化に

取り組んでいただきた

い。

・定期的に施設活性化のための創造事業の見直し

を実施し、利用者のニーズを反映しているか

A

・指定管理者申請書の収支計画と実績に差が出た

場合に、その原因を把握して必要な対策をとって

いるか

A

・経理書類の作成について税理士等の専門家の指

導・助言を受けているか

・近隣の他施設と連携し、情報交換を行っている

か

・施設の従事者として市民を積極的に雇用してい

るか

・経理を担当する従事者を設置しているか

・収支決算書に記載されている項目に関し、伝票

が存在するか

・通帳や印鑑等が適切に管理されているか


